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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・キャリア教育シンポジウム開催
・管理栄養士国家試験で

3年連続高合格率88.8%
・健康コラム Vol.2 聖徳発！食育レシピNo.1

簡単スープで朝食を
・外山教授がリトアニア共和国でチャリティーコンサート
同国から感謝状を贈られる

・総合演習「笑顔講座パート2」
幼児教育専門学校

・第29回JOC春季水泳競技大会・水球競技
全国優勝 聖徳中学校・高等学校

・そろばんで計算力アップ
附属小学校

・なかよし・ぽかぽか広場誕生！
三田幼稚園

・第40回 SEITOKU夏期保育大学
7月28日開催！

学
科
「
人
間
力
を
養
成
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
別
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。
当
日
は
、
産
・

官
・
学
・
メ
デ
ィ
ア
各
界
か

ら
の
講
師
、
パ
ネ
ラ
ー
と

定
員
三
百
名
を
超
え
る
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
基
調
講

演
に
続
き（
テ
ー
マ：
「
大

学
等
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
重
要
性
」）、
金
城

学
院
大
学
・
本
学
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
取
組
報
告
、
そ

し
て
、
産
・
官
・
学
・
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
、
社
会
で
は
労
働
人
口

減
少
時
代
を
迎

え
、
若
年
者
の

労
働
能
力
の
開

発
や
女
性
の
活

用
に
よ
る
労
働
人
口
率
の
ア
ッ

プ
が
喫
緊
の
課
題
と
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
社
会
・
企
業
は
若
年
女
性
を
社

会
に
輩
出
す
る
大
学
教
育
に
何

を
期
待
す
る
の
か
」「
大
学
・
短

大
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
産
・
官
・

学
・
メ
デ
ィ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
と

提
言
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
非
常
に
満
足
」・
「
満
足
」
が
、

九
十
三
％
を
超
え
る
結
果
と
な

り
、
来
場
者
数
・
内
容
と
も
に
大

変
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
二
年
次
生
に
「
仕

事
探
求
ユ
ニ
ッ
ト
」「
社
会
探
求

ユ
ニ
ッ
ト
」
が
加
わ
り
、
四
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
完
成
年
度
を
迎
え
ま
す
。

前
期
の
予
定
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

一
年
次
生
は
、
ま
ず
「
キ
ャ
リ

ア
導
入
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
基
礎
学

力
を
養
成
し
、
自
立
へ
の
導
入

的
視
点
を
学
ぶ
と
同
時
に
、「
自

己
探
求
ユ
ニ
ッ
ト
」
に
よ
り
、
自

己
分
析
を
行
い
な
が
ら
ド
リ
ー

ム
プ
ラ
ン
を
立
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
己
発
現
を

図
り
ま
す
。
後
期
に
は
、
ウ
ェ
ブ

壁
新
聞〝
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
〞の

制
作
へ
と
続
き
ま
す
。

二
年
次
生
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
中
心
と
な
り
、
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
取
り
入
れ
ま
す
。
駅

の
魅
力
を
考
え
る
、
魅
力
の
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
り
方
を
提

案
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
問
題

解
決
を
通
じ
て
、
仕
事
や
社
会

と
の
接
点
を
深
め
ま
す
。

こ
の
他
、
一
・
二
年
合
同
で

「
営
業
責
任
者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
」

を
四
回
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

他
学
科
お
よ
び
保
護
者
の
方
に

も
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
来
聴
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、
学

科
主
催
の
授
業
参
観
と
保
護
者

会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご

息
女
の
成
長
し
た
姿
を
ご
確
認

い
た
だ
け
る
よ
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。
日

程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

三
月
二
十
四
日（
土
）、六
本
木

ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
四
十
九
階

に
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
度

文
部
科
学
省
現
代
Ｇ
Ｐ
に
採
択

さ
れ
た
短
期
大
学
部
総
合
文
化
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この度、聖徳大学出版会では音楽CD「親子で楽しむ唱歌集」（価格3,400円）
を制作いたしました。
このCDは、聖徳大学音楽文化学科長高橋大海先生監修のもと、誰もが子ど
もの頃に歌った「春が来た」、「めだかの学校」、「ちいさい秋みつけた」などの
懐かしい曲、全42曲を、聖徳大学大学院音楽文化研究科修了生も所属している
Jソロイスツの美しい歌声とピアノ伴奏のみの2パターンを収録したものです。
タイトルの通り、親子で楽しんだり、小学校、幼稚園教諭や、保育士の道

を目指す方の教材としてなど多様な活用をしていただけることと思います。
このCDのご注文、その他お問

い合わせは、聖徳大学購買ジャン
ティ三越（大学8号館クリスタル
ホール2階）、または聖徳大学出版
事業課（Tel：047-365-1111）、各校
事務室までお申し付けください。
また、7月5日（木）～8日（日）に

東京ビックサイトで開催される
東京国際ブックフェアに、大学
出版部協会の一員として聖徳大学
出版会も書籍を出展予定です。
日本最大の本の展示会ですので、
どうぞお越しください。

キ
ャ
リ
ア
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

聖徳大学出版会（出版事業課）

キ
ャ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
今
後
の
展
望

●授業参観
６月１６日（土）午後１時～２時３０分「キャリアスタ
ディⅠ」（ドリームプラン発表）、午後２時４５分～４時
１５分「キャリア支援室からのお話と個人面談」
〈１年次生保護者対象〉

●営業責任者によるセミナー（１・２年合同、各セミ
ナーとも午後１時～２時３０分）
６月２３日（土）……京葉瓦斯株式会社
７月１４日（土）……ワタベウェディング株式会社

キ
ャ
リ
ア
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

管理栄養士は栄養士の指導から生活環境作りなど様々な知識や

技能が求められる栄養のプロフェッショナルであり、その国家

試験は難易度の高いことで知られています。平成１９年３月に行わ

れた第２１回管理栄養士国家試験では、全国平均の合格率は３５.２%

（受験者：２１,５７１名　合格者：７,５９２名）に対し、本学の生活文化学

科管理栄養士専攻（現 人間栄養学科）では、平成１９年３月卒業生９８

名が受験し、８７名が見事に合格しました。その合格率は８８.８%と

全国平均を大きく上回り、本学は３年連続で全国平均を大きく上

回る合格率を達成することができました。

８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８８８.８%

管理栄養士国家試験で
3年連続高合格率

本学では、１年次より少人数のクラス担任制度をとり、
１人ひとりの学生に合わせた指導を行なっています。また、
３年次から実施した公開講習会（年２回）や模擬試験（年６
回）など年間計画に基づいた国家試験対策やｅ-ラーニン
グシステムを学生が最大限活用した成果が今回の高合
格率につながったのだと思います。新１号館には最先端
の調理システム等が導入されており、今後も知識、技能
ともに豊かな管理栄養士を養成していきます。

産・官・学・メディアによるパネルディスカッション

総合文化学科碁石雅利教授

満員となった当日の会場

人間栄養学科長 田中秀夫先生

開
催

「親子で楽しむ唱歌集」

好評発売中音楽
CD

2枚組

全４２曲好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中好評発売中
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平
成
十
九
年
四
月
二
十
一
日

（
土
）、
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社

会
貢
献
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

平
成
十
九
年
度
Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
の
皆
様
、
近

隣
地
域
の
皆
様
な
ど
、
二
百
人

を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
は
川
並
弘
純
副

理
事
長
挨
拶
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
宮
坂
い

ち
子
校
長
挨
拶
で
始
ま
り
、
続

い
て
総
合
修
了
証
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座

は
八
十
五
分
授
業
十
回
を
一
単

位
と
す
る
独
自
の
単
位
制
度
の

も
と
、
出
席
要
件
を
満
た
さ
れ

た
方
に
は
各
講
座
の
修
了
証

を
、
六
十
二
単
位
を
修
得
さ
れ

た
方
に
は
総
合
修
了
証
を
授
与

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
第
一

号
の
総
合
修
了
証
が
中
里
三
代

子
様
に
、
宮
坂
校
長
よ
り
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
は
、
上
智
大
学
名

誉
教
授
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー

ケ
ン
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
温
か
い
家
族
を
育
む
〜
ユ
ー

モ
ア
の
効
用
〜
」
と
い
う
演
題

に
よ
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
先
生
の
お
人
柄
が

ち
り
ば
め
ら
れ
た
楽
し
い
お
話

を
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
好
評
の
、
音
楽
文
化
学

科
教
員
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
の
年
間

テ
ー
マ
〝
家
族
〞
に

ち
な
ん
だ
選
曲
で
、

声
楽
、
フ
ル
ー
ト
演

奏
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

が
披
露
さ
れ
、
心
に

届
く
芸
術
を
ご
堪

能
い
た
だ
き
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
は
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
、
参
加
者
の
皆
様
に
は

「
憩
い
の
場
」
で
ご
歓
談
い
た
だ

く
一
方
、
体
験
模
擬
授
業
も
開

催
し
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
」、「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
」、

「
韓
国
語
入
門
」
の
三
講
座
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
生
涯
学
習
が
素
敵
な

実
を
結
ば
れ
る
こ
と
を
願
い
、

平
成
十
九
年
度
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講

座
は
、〝
家
族
〞を
年
間
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
約
四
百
講
座
を
開
講

し
て
ま
い
り
ま
す
。
講
座
へ
の
お

越
し
を
教
職
員
一
同
、
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

アルフォンス・デーケン先生

音楽文化学科教員によるコンサート

聖徳大学では、社会の要請に今後ますます応えていくべく新
学部、新学科構想を進めております。２００８年4月からは大学が
従来の１学部１０学科制から3学部１１学科制へ、大学通信教育部も
１学部5学科制から2学部5学科制に生まれ変わる予定です。

従来の人文学部児童学科から、学部として独立させ、子どもの学校
への不適応、学力不足などの社会問題の解決に貢献できる「高い資質
能力を有する」教員をこれまで以上に養成していきます。

旧学科名 学科名変更

現代ビジネス学科 女性キャリア学科
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一口メモ：

平
成
十
九
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児童学部 児童学科 及び 通信教育部児童学部 児童学科（届出中）

従来の人文学部音楽文化学科から、学部として独立させ、これまで
以上に「音楽」そのものを教育の中心に据え、そこからすべての音楽
分野を視野に入れたグローバルな音楽専門教育を展開します。

音楽学部（届出中）

社会が大学卒業生に求める能力は日々変化するビジネス環境に対
応して変化してきています。そこで、現代ビジネス学科の「半年間の
インターンシップ」を柱とした「現場体験」に加え、従来の１年次か
ら４年次まで計画的な「キャリア教育」をさらに発展させ、変化する
ビジネス社会においても即戦力となる人材を養成します。

女性キャリア学科（学科名変更 構想中）

改組前 改組後

人文学部　音楽文化学科
作曲、声楽、器楽、音楽教員
養成、総合音楽、音楽療法
各コース

音楽学部［新設］
（人文学部から独立し、学部になります。）

演奏学科（声楽、器楽、舞台総合表現 各コース）［新設］

音楽総合学科（作曲・音楽研究、音楽教員養成、
音楽療法 各コース）［新設］

（従来の1学科6コース制から2学科6コース制に変わります）

改組前 改組後

人文学部　児童学科

通信教育部　人文学部　児童学科

児童学部　児童学科［新設］
（人文学部から独立し、学部になります。）

児童学部　児童学科［新設］
（人文学部から独立し、学部になります。）

Vol.2健康コラム 聖徳発！食育レシピNo.1「簡単スープで朝食を」
健康な食生活、そして活力ある一日は朝食から始まります。今回は、前の日の夜に下ごしらえをしておけば忙しい朝にもサッと食卓に出せるスープを三つご紹介します。

スープはすばやく体を温められて食べやすいだけでなく、色々な食材を入れることによってしっかりと栄養を得ることもできます。是非、お試しください。

一日の元気は朝食から
朝、目覚めたら「光」をあび、次に外の空気を胸いっぱいに吸ってみましょう。とてもすがすがしくなり
食欲もわいてきます。朝食を毎日きちんと食べていますか？朝食をとると体温が上がってとても活動し
たくなります。勉強も運動もです。ある調査では朝食を食べている人と食べていない人では、成績に差が
出て、当然食べている人の方がよかったという結果もあります。それは「脳」への栄養不足が影響してい
るのかもしれません。そんな大切な朝食を食べるのを忘れないで下さい。但し多少の労力は惜しまずに！！人間栄養学科教授

桂きみよ先生

スープで朝食をとると・・・
野菜と卵を使った簡単スープはスープ皿だけで必要な栄養素が摂
取できます。家族揃って食卓を囲むことができればさらに、心も満
たして１日がスタートでき、生活のリズムを保つことに繋がります。
朝食で野菜を摂取すれば、１日に必要な摂取量を無理なく確保
でき、今まで以上に無機質やビタミン類も豊富に摂取できます。保育科講師

上野美保先生

トマトと玉ねぎの卵とじスープ（89kcal／1人分）1.
●材料（4人分）
卵：大1個／きくらげ：4個／トマト：中1個／玉ねぎ：中1／2個／油：大さじ1／中華
スープ：720cc／塩：小さじ2／3／しょうゆ：小さじ1弱／ごま油：小さじ1弱／片栗粉：
大さじ2／3

新たまねぎと大麦のスープ（133kcal／1人分）2.
●材料（4人分）
鶏肉：100g／新たまねぎ：2個／人参：1／3本／だし汁：5カップ／昆布：5cm角2枚／梅干し：1個／オリーブ油：大さじ2／ロー
リエ：1枚／押麦：30g／塩・パセリ・胡椒：適量

●作り方

①きくらげは水にもどし一口大
に切っておく。

②トマトは半分に切り、くし
型に切り、玉ねぎも同様に
くし型に切る。

③鍋に油を熱し、玉ねぎを炒
め、次にトマトを炒める。

④③にきくらげを加え、スー
プを注ぎ、アクが出たら取
り除き煮る。塩、こしょうで
味を調え、水溶き片栗粉を
回し入れて濃度をつける。

⑤卵を溶き、④に少量づつ流
しいれる。

⑥最後に胡麻油を入れて出来
上がり。

●作り方
①玉ねぎは皮をむき、4つ切りにする。
②大麦はサッと洗い、10分ほど水に浸し水気を切っておく。
③鍋にブイヨン、昆布、梅干し、オリーブ油、ローリエ、塩少々を加え、
コトコトと煮る。
④玉ねぎが５分通り柔らかくなったら大麦を加え、20分煮て塩で味を調える。
⑤器に盛り、好みで胡椒やパセリを散らす。

トマトと卵のレンジ焼き［軽食］（181kcal／1人分）4.
●材料（4人分）
トマト：小4個／スライスチーズ：4枚／卵：4個

●作り方
①トマトは6等分のくし型に切る。
②①をココット（普通のお皿でもよい）に入れ卵を1個づつ割りいれて
チーズをのせてラップをして電子レンジで1～2分加熱する。 卵には多くのたんぱく質の他にも必要な栄養素が

含まれていますので、朝食には最適です。
卵には多くのたんぱく質の他にも必要な栄養素が
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含まれていますので、朝食には最適です。
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含まれていますので、朝食には最適です。

一口メモ：

パワー全開具だくさんみそ汁（189kcal／1人分）3.
●材料（4人分）
豚肉：80g／大根：約5cm／ごぼう：1／3本／人参：1／3本／こんにゃく：1／2枚／
油揚げ：1枚／長ネギ：20g／水：3カップ／味噌：40g／卵：4個

●作り方
①豚肉は1cm幅に、大根、人参はいちょう切り。ねぎはぶつ切り。ごぼ
うは半月切りにし、水にさらす。こんにゃくは一口大にし、湯に通す。
油揚げは油抜きし縦半分に切り、1cm幅に切る。
②鍋に水を入れねぎ以外の材料を入れ強火で煮、アクを除き、中火にし、野菜が
やわらかくなるまで煮る。ねぎと味噌をときいれる。卵を入れて火を止める。

一口メモ：
素材の持つ美味しさが煮汁に溶け出ますので、だし
汁でなくても、水から作っても美味しくできます。
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汁でなくても、水から作っても美味しくできます。
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担
当
す
る
の
は
元
校
長
先
生
な
ど
教
育

に
関
わ
っ
た
現
場
経
験
の
あ
る
教
員
ば

か
り
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
学
校

現
場
で
ど
う
い
う
先
生
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
を
適
確
に
把
握
し
た
指
導
が

行
え
る
の
が
強
み
で
す
。
卒
業
生
が
勤

務
す
る
学
校
の
校
長
先
生
に
卒
業
生
の

働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

っ
て
み
る
と
、「
学
校
が
活
気
付
い
た
」

「
教
員
と
し
て
十
分
な
資
質
を
身
に
付

け
て
い
る
」
な
ど
卒
業
生
は
現
場
で
も

し
っ
か
り
信
頼
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
加
藤
先
生
】
三
上
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
、
本
学
科
に
は
現
場
を
経

験
し
て
い
る
教
員
が
多
い
の
で
、
教
員

が
「
理
論
と
実
践
の
パ
イ
プ
役
」
と
な

る
経
験
や
例
示
を
交
え
な
が
ら
説
明
を

し
ま
す
。「
保
育
原
理
Ⅰ
」
な
ど
の
理
論

的
な
授
業
で
も
学
生
が
現
場
で
実
践
で

き
る
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

【
天
野
先
生
】
児
童
文
化
コ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
が
本
学
科
の
特
徴
と
言
え
ま

す
。
子
ど
も
の
遊
び
そ
の
も
の
や
子
ど

も
の
文
化
に
力
点
を
置
い
て
学
び
ま

す
。
教
員
免
許
の
取
得
は
も
と
よ
り
、

「
遊
び
な
ら
任
せ
て
お
け
」
と
い
う
一

味
違
っ
た
先
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ど
の
職
場
で
も
周
り
を
楽
し
ま
せ
る
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
力
は
必
ず
役
に
立
ち

ま
す
。

【
天
野
先
生
】
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
っ
と

参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
学

の
部
活
は
児
童
学
や
子
ど
も
に
関
係
す

る
も
の
も
多
い
で
す
し
、
部
活
動
の
中

で
人
間
関
係
や
計
画
的
に
物
事
を
進
め

る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
も
良
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
塩
先
生
】
先
生
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
子
ど
も
達

の
生
活
も
含

め
て
指
導
し

な
け
れ
ば
い

け
な
い
存
在

に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
学
生
に
は
ま
ず
日
常
の

自
分
の
生
活
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

【
三
上
先
生
】
音
楽
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で

も
英
会
話
で
も
な
ん
で
も
い
い
の
で
何

【
仲
瀬
先
生
】
本
学
科
で
は
幼
稚
園
教

諭
一
種
、
小

学
校
教
諭
一

種
、
保
育
士

の
ほ
か
多
数

の
資
格
取
得

が
で
き
ま
す
。

教
員
養
成
コ
ー
ス
以
外
で
も
単
な
る
教

員
で
は
な
く
心
理
学
を
よ
く
理
解
し
た

先
生
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
文
化
に
強

い
先
生
な
ど
一
つ
「
強
み
」
を
も
っ
た

教
員
の
育
成
を
特
色
と
し
て
い
ま
す
。

【
加
藤
先
生
】
保
育
士
採
用
試
験
に
も

多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
て
、
昨

年
度
は
公
立
保
育
士
合
格
の
八
十
一
名

を
は
じ
め
、
一
昨
年
度
の
保
育
士
の
正

式
採
用
百
十
九
名
は
全
国
一
位
の
採
用

者
数
で
す（
表
①
参
照
）。
論
文
添
削
と

い
っ
た
公
立
保
育
士
等
の
試
験
対
策
に

長
年
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

【
天
野
先
生
】
学
科
全
体
で
二
千
四
百

名
以
上
の
学

生
を
抱
え
る

規
模
の
大
き

い
学
科
で

す
。従
っ
て
、

本
学
科
に
は

様
々
な
分
野
の
教
員
が
い
ま
す
。
コ
ー

ス
も
五
つ
あ
り
、
学
生
も
専
門
科
目
だ

け
で
な
く
多
様
な
授
業
で
学
ぶ
事
が
出

来
る
環
境
で
す
。

【
都
築
先
生
】
本
学
科
の
学
生
は
ほ
ぼ

全
員
が
教
員
免
許
取
得
と
い
う
目
的
を

達
成
し
て
、
社
会
に
出
る
と
い
う
は
っ

き
り
と
し
た
目
標
を
持
っ
て
い
る
学
科

で
す
。

【
塩
先
生
】
就
職
支
援
が
す
ご
く
充
実

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
幼
稚
園
教
員

養
成
コ
ー
ス
で
は
夏
休
み
に
十
二
日
間

の
「
就
職
特
講
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
科
の
卒
業
生
は
全
国
の
幼

稚
園
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
て
、
例

年
、
幼
稚
園
か
ら
の
求
人
が
在
学
生
数

を
上
回
る
ほ
ど
で
す
。

【
三
上
先
生
】
本
学
科
の
卒
業
生
は
全

国
の
学
校
現

場
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
特
に

多
く
の
教
員

採
用
試
験
合

格
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
例
え
ば
昨
年

度
の
公
立
小
学
校
教
員
採
用
試
験
で
は

百
十
四
名
と
い
う
多
く
の
学
生
が
見
事

合
格
し
ま
し
た
。

【
仲
瀬
先
生
】
ピ
ア
ノ
を
中
心
と
し
た

実
技
教
育
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
学
生

が
得
意
と
す
る
も
の
を
一
つ
で
も
多
く

身
に
付
け
て
教
員
に
な
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ピ
ア
ノ
演
奏
会
、
表
現
研
究
発

表
会
、
卒
業
作
品
展
な
ど
多
彩
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
塩
先
生
】
音
楽
の
他
、
ダ
ン
ス
や
折
り

紙
の
指
導
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
折
り
紙
は
、
子
ど
も
の
心
を
豊
か
に

す
る
と
い
う
意
味
で
、
幼
児
教
育
の
大

切
な
一
面
で
す
。
ま
た
、
人
形
劇
な
ど
子

ど
も
の
表
現
活
動
に
関
す
る
授
業
も
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

【
三
上
先
生
】
三
年
生
後
期
か
ら
行
う

教
員
採
用
試
験
に
向
け
た
特
別
講
座
を

か
特
技
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
教
科
を
教
え
る
技
術
が
す
ば
ら

し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
外
で
子
ど
も
を
ひ
き
つ
け
る
何

か
が
出
来
る
と
も
っ
と
魅
力
的
な
先
生

に
な
れ
ま
す
。

【
加
藤
先
生
】
日
常
の
マ
ナ
ー
や
常
識

を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
て

欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
困

っ
て
い
る
人

に
声
を
か
け

て
、
相
手
が
望
め
ば
手
助
け
出
来
る
人

に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
う
い
う
心
遣
い

が
子
ど
も
と
実
際
に
接
す
る
保
育
の
現

場
で
の
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
都
築
先
生
】
保
育
所
、
学
校
で
働
く
こ

と
に
関
心
が

あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
特
長

を
持
っ
た
先

生
に
な
り
た

い
と
思
う
学
生
は
、
五
コ
ー
ス
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
も
っ
た
本
学
科
で
是
非

学
ん
で
欲
し
い
で
す
。

【
塩
先
生
】
特
に
本
学
科
は
同
じ
目
的

を
も
つ
学
生
の
集
ま
り
だ
と
感
じ
ま

す
。
多
く
の
学
生
が
分
か
り
合
え
る
仲

間
で
あ
り
生
涯
の
友
、
そ
し
て
良
い
ラ

イ
バ
ル
を
見
つ
け
て
、
共
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
学
科
を
目

指
す
学
生
に
も
き
っ
と
そ
う
い
う
存
在

が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

【
加
藤
先
生
】
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は

一
番
大
人
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の

時
期
の
子
ど
も
に
係
わ
る
事
が
出
来
る

保
育
士
と
い
う
仕
事
は
本
当
に
素
晴
ら

し
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
学
生
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
仲
瀬
先
生
】
き
ち
ん
と
し
た
行
動
や

態
度
が
取
れ
る
女
性
、
そ
し
て
先
生
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
学
校
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
の
求
め
る
先
生
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

専
門
性
は
も
と
よ
り
、
豊
か
な
人
間
性

や
教
養
、
知
識
や
経
験
を
身
に
つ
け
た

バ
ラ
ン
ス
よ
い
人
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
。

児
童
学
科

学

　

科

　

長

仲
瀬
　
律
久
先
生

児

童

文

化

コ

ー

ス
　
　
教
　
授
　

天
野
　
　
勤
先
生

児

童

心

理

コ

ー

ス

教
　
授
　

都
築
　
忠
義
先
生

小
学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス
　
　
教
　
授
　

三
上
　
裕
三
先
生

幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス
　
　
教
　
授
　

塩
　
美
佐
枝
先
生

保
育
士
養
成
コ
ー
ス
　
　
教
　
授
　

加
藤
　
敏
子
先
生

児
童
学
科

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
憧
れ
」の
先
生
に
な
ろ
う

―
5
コ
ー
ス
制
で
実
践
的
に
学
ぶ
―

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

①

児
童
学
科
の
特
徴
は
？

②
学
科
の
特
徴
的
な
授
業
は
？

③
勉
強
以
外
で
何
か
学
生
に
勧
め

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

④
こ
れ
か
ら
本
学
科
を
目
指
す

学
生
、
在
学
生
に
一
言

仲瀬律久先生

聖徳大学・聖徳大学短期大学部
―入試関係行事のご案内―

服装は自由。保護者・先生も大歓迎！！

オープンキャンパスは
3つのシリーズに分かれています。

ぜひそれぞれのシリーズにお越しください。

予約不要 入退場自由

【お問い合わせ】
アドミッションセンター 70120-66-5531

平成19年度

I. 受験準備シリーズ

II. 体験授業シリーズ

s7月22日［日］ 13：00～16：00 大学の授業を受けてみよう。

III. 絶対合格シリーズ

s9月2日［日］ 13：00～16：00 これだけはチェックしておきたい推薦入試必勝講座。

s10月14日［日］ 13：00～16：00 この準備が合否を分ける！推薦入試最終確認講座。

s11月25日［日］ 13：00～16：00 後期推薦入試・AO入試後期日程必勝講座。

s9月23日［日］ 13：00～16：00 児童学科・保育科・人間栄養学科を目指す人の入試必勝講座。

s11月10日［土］・11日［日］ 10：00～15：00 後期推薦入試合格講座。

s8月5日［日］ 13：00～16：00 聖徳の学生を一日体験しよう。

s6月10日［日］ 13：00～16：00 「入試日程」と「入試内容」を説明します。

s6月24日［日］ 13：00～16：00 入試ごとの効果的な受験勉強の方法を大学の先生が説明します。

10：30～12：30 高校１・２年生集まれ！ひと足お先にキャンパス体験。

13：00～16：00 AO入試前期日程締切直前講座。

※駐車場がないため、公共交通機関をご利用いただき、お車でのご来校はご遠慮ください。

音
楽
文
化
学
科
の
外
山
浩
爾

教
授
が
在
日
リ
ト
ア
ニ
ア
大
使

か
ら
の
打
診
を
受
け
、
三
月
二

十
三
日（
金
）・
二
十
四
日（
土
）

の
両
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国

の
首
都
ビ
リ
ニ
ュ
ス
の
国
立
歌

劇
場
で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
総
監
督
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績

に
対
し
、
こ
の
度
、
外
山
先
生

に
同
国
文
化
大
臣
と
同
国
外
務

省
関
連
機
関
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
小
児
癌
の
ほ
か
難
病

を
治
療
す
る
医
療
機
器
が
圧
倒

的
に
不
足
し
て
い
る
リ
ト
ア
ニ

ア
共
和
国
に
、
小
児
癌
の
治
療

の
た
め
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
す
る

た
め
の
も
の
で
し
た
。
外
山
先

生
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
選
曲
や
順

番
な
ど
総
監
督
を
務
め
ら
れ
、

二
日
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

満
員
の
観
客
の
中
、太
鼓
や
筝
曲
、

日
本
の
合
唱
曲
な
ど
日
本
の
伝

統
音
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
「
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
満
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て

も
、
同
国
で
の
小
児
癌
治
療
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
う
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

外
山
教
授
が
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

同
国
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
る

感謝状
外山浩爾教授
ビリニュス｢日本文化デー｣コーディネーター

２００７年３月２３日～２４日、国立歌劇場にて開催されました
日本文化デーにおける日本伝統音楽の演奏を通じて両国間
の友好をさらに深めた貴殿のご尽力に深く感謝申し上げます。
また、このイベントをリトアニアの小児癌治療のチャリティー
イベントとされたことに衷心より感謝申し上げます。

Jonas Jučas
リトアニア共和国　文化大臣

感謝状 ２００７年３月２３日外山浩爾教授
ビリニュス｢日本文化デー｣コーディネーター
小児癌基金RUGUTEはリトアニアにおける小児癌治療における貴殿
のご尽力に心からの感謝を表します。
笑顔、温かな心、友情が治療につながることは知っての通りです。ビリ
ニュスでの日本文化デーという素晴らしいチャリティーイベントにお
ける貴殿の演奏が何百もの小児癌患者、その家族とリトアニアの小
児癌医師たちの希望のメロディーとなったと心から信じております。
貴殿がこのチャリティーを主導されたことと貴殿のご厚情に衷心より
重ねて感謝申し上げます。

Edita Abrukauskiene
小児癌基金RUGUTE 部長

天野勤先生

加藤敏子先生

塩美佐枝先生

都築忠義先生

三上裕三先生

☆大学ランキング Data 2006☆
本学の教員養成の実績が、朝日新聞社

発行「大学ランキング2008年版」で高く評価
されました。

幼稚園正規教員採用・・全国1位（130名）
保育士正規採用・・・・・・・全国1位（119名）

（参照データ：朝日新聞社「大学ランキング2008年版」）

表①

お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！お待ちしております！！

s8月19日［日］

外山浩爾先生

音
楽
文
化
学
科



四
月
六
日（
金
）、

平
成
十
九
年
度
入
寮

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
順

和
寮
の
担
当
学
寮
委

員
と
な
っ
た
室
田
洋

子
先
生（
児
童
学
科

教
授
）に
入
寮
式
を

終
え
て
の
感
想
と
寮

生
へ
の
思
い
を
つ
づ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

〜
・
〜
・
〜

入
寮
式
は
学
園
長
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
大

学
関
係
者
が
新
入
寮
の

学
生
と
保
護
者
の
方
々

第30号 （4）平成19年6月1日（金）

に
ご
挨
拶

を
申
し
上

げ
る
式
典

で
す
。
ど

ん
な
に
大

切
な
思
い
で
一
人
一
人
の
学
生
を

お
迎
え
し
、
お
預
か
り
す
る
か
と

い
う
学
園
全
体
の
覚
悟
と
気
迫
を

感
じ
取
っ
た
式
典
で
し
た
。

式
典
後
、
校
門
の
近
く
の
広
場

で
保
護
者
の
方（
父
上
と
母
上
）に

ば
っ
た
り
と
出
会
い
ま
し
た
。
出

会
い
ま
し
た
と
表
現
す
る
の
に
は

訳
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
母
上
様
は

先
年
全
国
保
育
士
会
の
大
会
で
貴

重
な
保
育
発
表
を
さ
れ
た
主
任
保

育
士
の
方
で
し
た
。
そ
の
後
、
北
海

道
の
複
数
の
園
が
主
催
し
た
講
演

会
に
私
が
伺
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
方
が
こ
の
度
は
保
護
者
と
し

て
わ
が
学
園
に
お
嬢
様
を
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
し
た
。
氷
の
滑

り
台
を
す
べ
り
、
雪
の
大
平
原
を

走
っ
た
感
激
以
上
に
大
切
な
お
嬢

様
を
は
る
ば
る
本
学
ま
で
お
送
り

い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
激
は
大

き
い
も
の
で
し
た
。
ご
本
人
が
会

場
か
ら
出
て
く
る
ま
で
寒
い
外
で

父
上
、
母
上
様
と
一
緒
に
待
ち
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が

ら
何
か
懐
か
し
く
、
大
切
な
親
戚

の
娘
を
預
か
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
新
入
学
の
彼
女
と

は
初
対
面
で
し
た
が
私
も
同
じ
順

和
寮
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
互
い
心
強
く
感
じ
た
一

瞬
で
し
た
。

多
く
の
友
人
を
作
り
、
所
期
の

目
的
を
達
成
さ
せ
る
べ
く
努
力
し

て
ほ
し
い
こ
と
を
彼
女
に
伝
え
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
思
い
は
こ
の

日
入
寮
し
た
す
べ
て
の
新
入
生
に

伝
え
た
い
思
い
で
す
。
親
元
を
離

れ
た
今
、
充
実
し
た
学
生
生
活
の

第
一
歩
を
踏
み
し
め
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。
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入寮式
〜
学
生
生
活
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
〜

学寮課
連
休
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
五

月
五
日（
土
）、
読
売
新
聞
社
主

催
第
七
十
七
回
新
人
演
奏
会
が

東
京
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
、
一
九
三
〇

年
に
始
ま
り
今
年
で
七
十
七
回

を
数
え
る
国
内
で
最
も
古
い
伝

統
と
実
績
を
誇
る
「
新
人
演
奏

会
」
で
す
。
日
本
全
国
の
音
楽

系
大
学
、
短
大
で
専
門
教
育
を

受
け
た
人
た
ち
の
登
竜
門
で
あ

り
、
各
大
学
か
ら
選
ば
れ
た
優

秀
な
卒
業
生
が
出
演
し
ま
す
。

本
学
音
楽
文
化
学
科
の
平
成

十
八
年
度
卒
業
生
を
代
表
し

て
、
ピ
ア
ノ
の
藤
井
遼
子
さ
ん

が
バ
ル
ト
ー
ク
作
曲
「
組
曲
」

作
品
十
四
を
演
奏
し
ま
し
た
。

藤
井
遼
子
さ
ん
は
、
バ
ル
ト

ー
ク
の
難
曲
を
緊
張
感
を
保
ち

鮮
や
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
演
奏

し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
今
年
、
聖

徳
大
学
大
学
院
音
楽
文
化
研
究

科
に
進
学
し
た
藤
井
さ
ん
の
成

長
を
、
今
後
も
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

読
売
新
聞
社
が
主
催
す

る
音
楽
大
学
卒
業
年
次
生

の
演
奏
会
。

一
九
三
〇
年
に
始
ま
り

七
十
有
余
年
の
歴
史
を
も

つ
国
内
で
最
も
古
い
伝
統

と
実
績
を
誇
り
、
音
楽
大
学

で
専
門
教
育
を
受
け
た
人

た
ち
の
登
竜
門
で
あ
り
、
各

音
楽
大
学
の
首
席
卒
業
者

が
推
薦
を
う
け
出
演
で
き

る
最
も
権
威
あ
る
新
人
演

奏
会
で
あ
る
。

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鮫
島

有
美
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
小
山
実
稚
恵
さ
ん
ら
著

名
な
音
楽
家
の
多
く
が
新

人
時
代
に
出
演
し
て
い
る
。

演
奏
家
の
演
奏
者
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
に
は
必
ず
出
演
実

績
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

【
読
売
新
人
演
奏
会
】

香和会

香
和
会（
大
学
・
短
大
部
・
大
学
院
）

香
和
会
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

五
月
十
二
日（
土
）、
松
戸
市

主
催
の
料
理
教
室
「
も
ぐ
も
ぐ

ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
〜
子
ど
も

の
た
め
の
食
育
教
室
〜
」
が
大

学
一
号
館
調
理
室
で
行
わ
れ
、

人
間
栄
養
学
科
教
授
の
桂
き
み

よ
先
生（
右
写
真
）が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。「
も
ぐ
も
ぐ
ク
ッ
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」
は
松
戸
市
の
小

学
生
四
〜
六
年
生
を
対
象
に

「
食
」
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、

健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に

全
三
回
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
松
戸

市
教
育
委
員
会
の

要
請
を
受
け
て
、

地
域
の
小
学
生
に

料
理
の
手
ほ
ど

き
を
行
い
ま

す
。
第
一
回
と

な
っ
た
今
回
は
小
学
生
十
二

名
が
参
加
し
、「
正
し
い
お

や
つ
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生

は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
も
、
桂
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
本
学
助
手

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、「
カ
ス
テ
ラ
か
ん
」「
昔

な
つ
か
し
い
焼
き
リ
ン
ゴ
」

「
豆
腐
し
ら
た
ま
」
の
三
品

を
作
り
、
参
加
し
た
小
学
生
は

お
や
つ
作
り
の
楽
し
さ
を
満
喫

し
た
様
子
で
し
た
。
桂
先
生
は

「
本
学
園
の
附
属
校
で
も
以
前

か
ら
取
り
組
ん
で
蓄
積
し
た
食

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
料
理
の
楽
し

さ
を
地
域
の
子
ど
も
達
へ
も
広

げ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
の
恒
例
行
事
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

が
五
月
一
日（
火
）・
二
日（
水
）

の
一
班
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
全
九

班
編
成
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
は
、
箱
根
の
新

緑
の
自
然
の
中
で
、
一
泊
二
日

の
集
団
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
入
生
と
上
級
生
、
先
生

と
学
生
が
よ
り
強
く
結
び
つ

き
、
教
育
効
果
の
増
大
を
は
か

り
、
社
会
人
に
な
る
上
で
必
要

な
規
則
正
し
い
団
体
生
活
訓
練

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
こ
の
機
に
、
よ
り
良
い
友

達
を
多
く
作
り
今
後
の
学
生
生

活
を
有
意
義
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

新
入
生
は
、
上
級
生
と
先
生

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
夕
食
後
の
グ
ル
ー
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
上
級
生

の
部
屋
に
新
入
生
が
招
か
れ
、

学
生
生
活
の
こ
と
や
授
業
の
話

な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

大
変
充
実
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

上
級
生
が
新
入
生
を
リ
ー
ド
す

る
姿
は
一
年
前
よ
り
一
回
り
大

き
く
な
っ
て
、
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。

二
日
目
は
、
箱
根
園
を
見
学

し
ま
し
た
。
箱
根
園
で
は
、
海

か
ら
湖
ま
で
世
界
中
の
魚
四
百

五
十
種
、
三
万
二
千
匹
が
集
ま

っ
た
箱
根
園
水
族
館
や
、
芦
ノ

湖
や
富
士
山
、
相
模
湾
そ
し
て

伊
豆
半
島
ま
で
も
一
望
で
き
る

駒
ケ
岳
山
頂
で
の
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
駒
ケ
岳
山

頂
か
ら
眺
め
る
景
色
は
、
た
め

息
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
美
し

く
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
素
晴
ら
し
い
景
観
を
目

の
当
た
り
に
出
来
た
こ
と
は
、

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
日
間
の
交
流
は
、
よ

り
良
い
人
間
関
係
を
作
り
、
今

後
の
学
生
生
活
を
充
実
し
た
も

の
に
す
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
是
非

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
学
、
短
期
大
学
部
、
大
学

院
の
同
窓
会
「
香
和
会
」
の
支

部
パ
ー
テ
ィ
ー
を
今
年
も
開
催

い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
各
支
部

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
多
く
の
卒
業

生
を
迎
え
、
懐
か
し
く
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
懐
か

し
い
先
生
や
旧
友
と
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
に
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
・
短
期
大
学
部
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北海道・東北支部
支 部 名 日 程 時 間 場 所

10月28日（日） 12：30～15：00 ホテルメトロポリタン仙台

北陸・上信越支部 9月23日（日） 12：00～15：00 ホテルセンチュリーイカヤ（直江津）

近畿・中国・四国支部 10月13日（土） 12：00～15：00 ニューオータニ神戸ハーバーランド

甲州・中部・東海支部 10月21日（日） 11：30～14：00 センチュリー静岡

九州・沖縄支部 11月3日（土・祝） 18：00～20：00 日航那覇グランドキャッスル（予定）

北関東・南関東支部
（同時開催） 12月 9日（日） 15：00～18：00

大学8号館クリスタルホール
3Fアミティエ

（注：各支部パーティーの場所等詳細につきましては、準備が整い次第、郵送にてご案内いたします）

昨年の近畿・中国・四国支部パーティーの様子

室田洋子先生

藤井遼子さん

本
学
人
間
栄
養
学
科
教
授
が

小
学
生
対
象
料
理
教
室
の
講
師
を
務
め
る

地
域
の
小
学
生
に
料
理
の
手
ほ
ど
き

平
成
十
九
年
度

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を
終
え
て

読
売
新
聞
社
主
催

第
七
十
七
回
新
人
演
奏
会
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本
校
水
球
部
は
、
三
月
二
十

七
日（
火
）か
ら
三
十
日（
金
）ま

で
、
千
葉
県
国
際
総
合
水
泳
場

で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
九
回
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

会
・
水
球
競
技
に
お
い
て
、
女
子

十
八
歳
以
下
の
部（
Ｅ
区
分
）で

全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

Ｅ
区
分
は
、
夏
季
大
会
に
お
い

て
十
二
年
の
実
績
が
あ
り
ま
す

が
、
春
季
大
会
に
つ
い
て
は
今

回
が
第
一
回
で
、
本

校
水
球
部
が
初
代
優

勝
チ
ー
ム
と
な
り
ま

し
た
。

昨
年
の
夏
季
大
会

で
は
、
惜
し
く
も
ベ

ス
ト
８
と
い
う
結
果

で
優
勝
を
逃
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
今
回

の
春
季
大
会
で
は
、

な
ん
と
し
て
も
優
勝

し
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
日
々
の
練
習
に

部
員
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
チ
ー
ム
の

課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
見
事
春

季
大
会
の
優
勝
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
部
員
一
人
ひ
と
り

が
大
き
な
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
更
に
個
々
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
ア
ッ
プ
し
、
戦
術

を
磨
き
、
昨
年
連
覇
で
き
な
か

っ
た
夏
季
大
会
優
勝
を
目
指
し

ま
す
。

総
合
演
習

「
笑
顔
講
座

パ
ー
ト
２
」

四
月
十
四
日（
土
）、
東
京
都

港
区
の
三
田
通
り
が
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
れ
を
祝
し

て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
パ
レ
ー
ド

に
附
属
中
学
・
高
校
の
バ
ト
ン

部
が
出
演
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
タ
ワ
ー
の
あ
る
こ
の

通
り
に
は
、
聖
徳
学
園
三
田
幼

稚
園
、
聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専

門
学
校
が
あ
り
、
本
学
園
に

縁
の
深
い
場
所
で
あ
り
、
毎
年

七
月
の
第
三
土
曜
日
に
行
わ

れ
る
「
三
田
納
涼
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
も
パ
レ
ー
ド
出
演
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

度
は
、
三
田
商
店
街
振
興
組
合

か
ら
の
ご
依
頼
で
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

東
京
タ
ワ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、

三
田
国
際
ビ
ル
前
か
ら
札（
フ

ダ
）の
辻
交
差
点
ま
で
の
間
約

三
十
分
間
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
の
明
る
い
曲
を
演
奏
し

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
行
進
を
行

い
ま
し
た
。
地
元
の
み
な
さ
ま

か
ら
も
暖
か
い
ご
声
援
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
三
田
警
察
署

交
通
課
の
手
厚
い
ガ
ー
ド
に

守
ら
れ
、
振
興
組
合
役
員
の
皆

様
に
先
導
を
い
た
だ
き
、
無
事

に
ま
た
好
評
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
四
日（
土
）に
Ⅰ
部
二

年
生
と
Ⅱ
部
二
年
生
を
対
象
と

し
て
「
笑
顔
講
座
　
パ
ー
ト
２
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
パ
ー

ト
１
に
続
い
て
二
回
目
と
い
う

こ
と
で
、
講
師
の
久
下
葉
子
先

生
の
講
演
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。

久
下
葉

子
先
生
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

分
放
送
局

で
生
活
情

報
番
組
を

ご
担
当
さ

れ
、
現
在

は
時
事
通
信
社
「
証
券
ボ
イ
ス
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
笑
顔
の
大
切
さ

を
学
び
、
笑
顔
作
り
に
つ
い
て

勉
強
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

《
イ
イ
顔
に
な
る
、
笑
顔
に
な

る
⑩
の
言
葉
》
と
し
て
、「
喜
ん

で
！
」、「
お
先
に
ど
う
ぞ
」、

「
し
あ
わ
せ
」、「
大
丈
夫
、
大
丈

夫
」、「
き
れ
い
だ
な
ぁ
」、「
〜
で

よ
か
っ
た
」、「
お
い
し
か
っ
た
」、

「
〜
し
ま
し
ょ
う
！
」、「
今
日
も

一
日
が
ん
ば
ろ
う
！
」、「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
常
会

話
の
中
で
、
意
識
し
て
こ
れ
ら

の
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
自
然

と
笑
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、《
言
葉
の
プ
ラ
ス
変

換
》
と
い
う
こ
と
で
、
普
段
使

っ
て
い
る
言
葉
の
な
か
で
マ
イ

ナ
ス
言
葉
を
プ
ラ
ス
言
葉
に
置

き
換
え
る
こ
と
を
提
言
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、「
忙
し
い
」
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
言
葉
は
な
る
べ

く
使
わ
ず
、「
充
実
し
て
い
る
な
」

と
い
う
プ
ラ
ス
言
葉
に
置
き
換

え
る
こ
と
で
、
気
持
ち
に
余
裕

が
で
き
笑
顔
で
過
ご
せ
ま
す
。

こ
の
他
、
プ
ラ
ス
言
葉
へ
の
変

換
例
と
し
て「
で
き
な
い
・
嫌
な
」

→

「
や
っ
て
み
よ
う
！
」、「
大

変
だ
・
き
つ
い
」→

「
や
り
が
い

が
あ
る
・
な
ん
と
か
な
る
さ
」、

「
難
し
い
・
ま
い
っ
た
な
」→

「
手

応
え
が
感
じ
ら
れ
る
な
」、「
つ

ま
ら
な
い
」→

「
お
も
し
ろ
く
な

る
か
な
・
楽
し
く
な
る
か
な
」、

「
ど
う
し
よ
う
」→

「
大
丈
夫
、

大
丈
夫
」
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
学
生
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
は
、
つ

い
マ
イ
ナ
ス
言
葉
を
口
に
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
言
葉
を

言
い
換
え
る
だ
け
で
前
向
き
に

考
え
ら
れ
、
表
情
も
明
る
く
笑

顔
に
な
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
保
育
者
の
表
情
は
、
子
ど

も
の
顔
を
つ
く
る
鏡
な
の
で
、

い
つ
も
自
然
な
笑
顔
で
い
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。」

学
生
に
と
っ
て
こ
の
笑
顔
講

座
は
、
自
分
が
目
指
す
保
育
者

を
考
え
る
上
で
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

去
る
五
月
九
日（
水
）、
附
属

中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）ロ
ー
マ
条
約
調

印
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
講
演
会
が
本
校
奏
楽
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
駐
日
欧
州
委

員
会
代
表
部
の
主
催
で
、
当
日

は
参
事
官
の
フ
ラ
ン
ス
人
フ
ァ

ブ
リ
ス
・
ヴ
ァ
レ
イ
ユ
さ
ん
が

来
校
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
九
日
が
Ｅ
Ｕ
に
と
っ

て
ど
ん
な
日
で
あ
る
の
か
、
Ｅ

Ｕ
結
成
ま
で
の
過
程
と
参
加

各
国
の
工
夫
・
努
力
を
お
話
し

頂
い
た
の
に
続
き
、
多
彩
な
ス

ラ
イ
ド
を
利
用
し
て
の
加
盟

国
の
自
然
・
文
化
・
生
活
に
つ

い
て
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
易
し
く
丁
寧
に
説
明
し
て

頂
け
ま
し
た
。
生
徒
達
に
は
な

か
な
か
ジ
ョ
ー
ク
が
理
解
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
講
演
者
の
質
問
に
対
し
て

は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、
答
え

て
い
ま
し
た
。
日
本
と
Ｅ
Ｕ
が

協
調
し
て
環
境
問
題
に
取
り

組
ん
で
行
く
必
要
性
が
あ
る

と
い
う
お
話
し
で
一
時
間
三

十
分
に
わ
た
る
、
実
に
内
容
の

濃
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
達
は
資
料
と
し
て
Ｅ
Ｕ

紹
介
の
冊
子
と
大
き
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
図
を
い
た
だ
き
、

社
会
科
で
地
理
分
野
を
学
ぶ

一
年
生
、
そ
し
て
現
在
公
民
分

野
を
学
習
し
て
い
る
三
年
生

に
と
っ
て
は
、学
習
に
直
結
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
の
見
方

を
学
べ
た
大
変
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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聖
徳
幼
稚
園
で
は
、
創
立
以

来
完
全
給
食
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
偏
食
の
矯
正
、
食
前
食

後
の
食
事
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

る
と
い
う
教
育
的
目
標
と
栄
養

の
偏
り
を
直
す
こ
と
、
味
覚
の

発
達
を
促
す
と
い
う
栄
養
的
目

標
を
持
っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
年
々
食
育
教
育
の
難
し
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
園
で
は
、
毎
年
本
給
食
ス

タ
ー
ト
前
に
「
な
ら
し
給
食
」

を
実
施
し
、
少
し
で
も
抵
抗
を

な
く
し
給
食
に
期
待
感
を
持
て

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
入

園
・
進
級
し
て
新
し
い
環
境
に

慣
れ
て
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る

頃
に
実
施
時
期
を
設
定
し
、
雰

囲
気
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

園
児
達
の
好
む
食
べ
や
す
い

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
一
日
目
は
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
サ
ン
ド
と
牛
乳
、

二
日
目
は
ピ
ー
チ
ゼ
リ
ー
で
し

た
。
登
園
よ
り
口
々
に
「
給
食

ま
だ
？
早
く
食
べ
た
い
よ
ー
。」

と
初
め
て
の
な
ら
し
給
食
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
ま
た
食
後
に
は

「
お
い
し
か
っ
た
。
も
っ
と
食
べ

た
い
」
と
嬉
し
い
声
が
聞
か
れ

る
一
方
で
席
に
も
つ
か
ず
立
ち

歩
い
た
り
、
一
口
も
食
べ
な
い

園
児
が
三
歳
児
の
ど
の
ク
ラ
ス

に
も
見
ら
れ
、
今
後
ど
の
よ
う

な
指
導
段
階
を
踏
ん
だ
ら
楽
し

く
意
欲
を
持
っ
て
給
食
を
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
一
人

ひ
と
り
個
別
対
応
を
考
え
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

成
長
発
育
の
著
し
い
大
切
な

時
期
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
献
立
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
衛
生
的
で
完
全
な
給
食

の
提
供
を
心
が
け
て
い
く
と
共

に
、
先
生
や
友
達
と
の
給
食
時

間
の
な
ご
や
か
な
触
れ
合
い
の

中
で
箸
の
持
ち
方
を
は
じ
め
正

し
い
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
年
生
は
、算
数
で「
そ
ろ
ば
ん
」

を
学
習
し
ま
す
。教
科
書
で
は
、

三
学
期
に
四
時
間
、
計
算
の
仕

方
を
知
る
だ
け
の
学
習
で
し
た

が
、
本
校
で
は
昨
年
度
か
ら
、
毎

週
土
曜
日
に
講
師
の
先
生
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
三
年
生
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

そ
ろ
ば
ん
の
操
作
に
慣
れ
、
計

算
力
の
向
上
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
は
、ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
、簡
単
な
加
法
及

び
減
法
の
計
算
を
習
熟
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
目
を
つ
ぶ
っ

て
暗
算
を
さ
せ
る
と
、
自
然
に
指

を
動
か
す
児
童
も
現
れ
ま
し
た
。

今
年
も
四
月
か
ら
、
三
年
生

の
そ
ろ
ば
ん
学
習
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
の
三
年
生
も
そ
ろ

ば
ん
学
習
に
興
味
津
々
で
す
。

先
生
に
指
の
使
い
方
を
教
わ
り

な
が
ら
、
珠
を
入
れ
た
り
は
ら

っ
た
り
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に

指
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
簡
単

な
読
み
上
げ
算
で
は
、
先
生
の

読
み
上
げ
の
口
調
に
合
わ
せ
て

慎
重
に
珠
を
は
じ
き
ま
す
。
答

え
合
わ
せ
で
見
事
正
解
す
る
と
、

大
き
な
声
で
「
ご
名
算
！
」
と
唱

え
ま
す
。
そ
の
声
か
ら
、
で
き
た

う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る

の
が
分
か
り
ま
す
。

一
回
目
の
授
業
の
あ
と
、
さ
っ

そ
く
家
庭
で
そ
ろ
ば
ん
を
購
入

し
て
も
ら
い
、
練
習
に
励
ん
で

い
る
児
童
も
い
た
そ
う
で
す
。

学
年
の
終
わ
り
に
は
、
力
試
し

の
検
定
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
も
、
実
施
学
年
を
検
討
す

る
と
と
も
に
一
人
ひ
と
り
が
確

実
に
計
算
力
を
向
上
で
き
る
よ

う
、
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
月
一
日（
木
）か
ら
十
四
日

（
水
）ま
で
、
聖
徳
大
学
生
涯
学

習
研
究
所
の
協
力
で
、
本
校
と

県
内
私
立
小
学
校
に
よ
る
「
合

同
造
形
展
」
が
大
学
十
号
館
二

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
千
葉
県
内
の
す
べ
て
の

私
立
小
学
校
に
参
加
を
打
診
し

た
と
こ
ろ
、
国
府
台
女
子
学
院

小
学
部（
市
川
市
）、
日
出
学
園

小
学
校（
同
）、
暁
星
国
際
小
学

校（
木
更
津
市
）の
三
校
が
参
加

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
昨
年
十
一

月
の
「
千
葉
県
私
立
小
学
校
研

修
会
」
の
図
工
部
会
で
の
話
し

合
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現

し
ま
し
た
。
東
京
都
や
神
奈
川

県
の
私
立
小
学
校
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
造
形
作
品
展
が
、
千

葉
県
で
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
へ
の
反
省
や
、
千
葉
県
私

立
小
学
校
の
図
工
教
育
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
い
う
思

い
が
出
発
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
の
作
品
を
学
校
外
に
展

示
す
る
こ
と
は
、
図
工
の
指
導

者
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

の
意
見
を
吸
収
し
、
日
ご
ろ
の

指
導
を
見
直
す
、
良
い
機
会
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
出
品
者
の

保
護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、

お
子
様
の
作
品
の
良
さ
を
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
場
と
な
り
ま
す
。
児
童
に
と

っ
て
は
、
他
の
学
校
の
作
品
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
気
付
き
」
を
得
る
こ
と
が

で
き
、次
へ
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

予
定
で
は
来
年
二
月
頃
、
さ

ら
に
規
模
を
大
き
く
し
た
「
千

葉
県
私
立
小
学
校
造
形
展
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

千
葉
県
の
造
形
教
育
の
発
展
に

向
け
て
、
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

創
立
記
念
日
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
本
校
で
は
、
聖
徳
の
歴

史
を
知
る
た
め
の
学
習
を
、
学

年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
年
生
で
は
、
本
校
の
開
校

に
尽
力
さ
れ
、
本
校
に
十
三
年

間
勤
務
さ
れ
た
山
本
光
江
先
生

を
お
招
き
し
て
、
創
立
時
の
様

子
を
伺
っ
た
り
、
一
緒
に
聖
徳

学
園
ア
ニ
メ
「
み
ん
な
な
か
よ

し
」
を
鑑
賞
し
た
り
し
ま
し
た
。

二
年
生
で
は
、
礼
法
の
北
村

織
香
先
生
か
ら
、
小
笠
原
流
礼

法
の
始
ま
り
に
つ
い
て
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
小
笠

原
家
の
家
紋
「
三
階
菱
」
に
つ

い
て
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

三
年
生
で
は
、
壁
画
で
有
名

な
利
根
山
光
人
先
生
の
奥
様

で
、
聖
徳
大
学
名
誉
教
授
の
利

根
山
弥
恵
子
先
生
に
来
校
し
て

い
た
だ
き
、
光
人
先
生
の
お
話

や
、
壁
画
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
伺
い
ま
し
た
。
光
人
先

生
の
お
面
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も

見
せ
て
い
た
だ
き
、
児
童
は
大

喜
び
で
し
た
。

四
年
生
は
、
音
楽
専
科
の
檜

貝
道
郎
先
生
か
ら
、
学
園
歌
を

作
詞
し
た
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
氏

や
、
作
曲
し
た
中
田
喜
直
氏
の

代
表
作
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

学
園
歌
が
素
晴
ら
し
い
二
人
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

五
年
生
は
、
附
属
中
学
・
高
校

の
校
長
で
あ
り
本
校
の
主
事
で

も
あ
る
、
川
並
芳
純
先
生
か
ら
、

学
園
の
創
立
者
川
並
香
順
先
生

や
香
順
先
生
の
生
家
で
あ
る
光

衆
寺
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
五
年
生
は
例
年
修
学

旅
行
で
光
衆
寺
を
訪
ね
ま
す
。

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
修
学
旅

行
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

六
年
生
は
、
香
順
先
生
生
誕

百
年
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
作
文

を
ま
と
め
ま
し
た
。「
香
順
先
生

が
、
幼
い
う
ち
に
亡
く
な
っ
た

娘
さ
ん
に
与
え
よ
う
と
し
て
い

た
愛
情
を
、
私
た
ち
に
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。」
と
、
感
想
を
作
文
に
ま
と

め
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
聖
徳
学
園
に
愛

着
を
持
つ
児
童
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ら
し
給
食

附
属
第
二
幼
稚
園
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附属小学校
同窓会秋和会

二
十
一
世
紀
を
担
う

聖
徳
の
子

卒
業
生
も
活
躍
し
て
い
ま
す
！

二
十
一
世
紀
を
担
う

聖
徳
の
子

卒
業
生
も
活
躍
し
て
い
ま
す
！

●
●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

聖
徳
学
園
七
〇
周
年
を
機
会

に
「
同
窓
会
連
合
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
附
属
小
学
校
の
同

窓
会
は
名
称
を
「
秋
和
会
」
と

し
て
発
足
し
、
会
長
に
は
本
校

第
一
回
の
卒
業
生
で
あ
る
嶋
崎

亨
大
さ
ん
に
就
任
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
回
卒
業
生
を
筆
頭
に
、

そ
れ
に
続
く
同
窓
生
た
ち
も
数

多
く
社
会
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
の
活
動
と
し
て
、
昨

年
度
も
歯
科
医
師
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
嶋
崎
会
長
を
中
心

に
卒
業
生
に
来
校
し
て
い
た
だ

き
、
進
路
指
導
の
一
つ
と
し
て
児

童
た
ち
に
卒
業
生
に
よ
る
授
業

を
企
画
・
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
美
容
室
経
営
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
第
一

回
卒
業
生
の
山
崎
洋
平
さ
ん

と
、
武
蔵
野
美
術
大
学
を
卒
業

間
際
の
第
七
回
卒
業
生
の
竹
内

佐
織
さ
ん
が
後
輩
達
に
授
業
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
一
回
卒
業
生
の
山
崎
さ
ん

は
、
児
童
た
ち
に
六
月
の
望
月

校
外
学
習
を
前
に
、
洗
髪
の
仕

方
を
「
指
の
腹
で
し
っ
か
り
洗
う

ん
だ
よ
」「
濡
れ
た
ま
ま
だ
と
風
邪

を
ひ
き
や
す
い
か
ら
、す
ぐ
に
乾

か
す
ん
だ
よ
」
と
、わ
か
り
や
す

く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
七
回
卒
業
生
の
竹
内
さ
ん

は
ご
自
分
の
卒
業
制
作
の
一
環

と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
洋
服

を
児
童
た
ち
に
着
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
先
輩
か
ら
洗
髪
の

仕
方
や
い
ろ
い
ろ
な
職
業
が
あ

る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
志

を
強
く
持
ち
頑
張
り
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
知
る
と
同
時
に

大
き
な
夢
を
も
ら
い
、
瞳
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
卒
業
生
に

よ
る
授
業
を
実
施
し
、
同
窓
会

の
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
校
も
二
十
一
歳
を
迎
え
た

今
年
、
校
風
と
伝
統
を
大
切
に

引
き
継
ぎ
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

学
校
に
発
展
し
て
き
て
い
る
こ

と
を
、
卒
業
生
と
し
て
こ
の
上

な
く
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
で
も
卒
業
生
の
心
に
残
る
集

会
や
行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
一
年
前
か
ら
ず

っ
と
変
わ
ら
ず
聖
徳
の
子
の
財

産
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る

行
事
を
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
見
学
に
母
校
を
ご
訪

問
下
さ
い
。
皆
様
を
よ
く
ご
存

知
の
先
生
方
が
多
く
、
お
仕
事

を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も

私
立
学
校
な
ら
で
は
で
す
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

聖
徳
の
歴
史
を
知
る
学
習

聖
徳
の
歴
史
を
知
る
学
習

山本光江先生利根山弥恵子先生

川並芳純先生

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

そろばんで計算力アップ合同造形展を振り返って

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

教
諭

渡
辺
五
大
（
第
一
回
卒
業
生
）
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園
庭
に
は
、
こ
い
の
ぼ
り
が
泳

ぎ
、
樹
々
の
芽
吹
き
と
共
に
新
緑

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
入
園
、

進
級
か
ら
二
週
間
、
よ
う
や
く
新

し
い
生
活
に
な
れ
て
き
た
四
月
十

九
日（
木
）〜
二
十
一
日（
土
）の
三

日
間
、
附
属
、
第
二
、
第
三
、
浦
安

の
四
園
で
は
学
年
毎
に
五
歳
児
、

四
歳
児
、
三
歳
児
の
順
で
保
育
参
観

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
園
児
達
の
幼
稚
園
で
の

様
子
を
保
護
者
の
方
に
実
際
に
見

て
頂
き
、
本
園
の
教
育
を
理
解
し

て
頂
こ
う
と
学
期
毎
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
の
参
観

は
入
園
、
進
級
直
後
だ
け
に
保
護

者
の
方
の
関
心
が
大
変
高
く
、
両

親
そ
ろ
っ
て
お
見
え
に
な
る
方
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
中
で
も
三
歳

児
の
ク
ラ
ス
で
は
土
曜
日
に
開
催

し
た
事
も
あ
り
、
祖
父
母
の
方
や

小
学
生
の
兄
や
姉
も
一
緒
と
い
う

家
族
総
出
で
お
見
え
に
な
っ
た
方

も
あ
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
保
育

参
観
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
目
の

五
歳
児
ク
ラ
ス
、
二
日
目
の
四
歳
児

ク
ラ
ス
で
は
進
級
児
が
多
い
の
で
、

比
較
的
落
ち
着
い
て
先
生
の
話
を

聞
い
た
り
、
リ
ズ
ム
棒
や
跳
び
箱
、

ま
た
巧
技
台
の
ビ
ー
ム
や
は
し
ご

を
渡
っ
た
り
、
リ
ン
グ
で
の
ケ
ン

パ
遊
び
等
の
運
動
遊
び
を
見
て
頂

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
日
目
の

三
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
全
て
が
新

入
園
児
と
い
う
こ
と
も
あ
り
親
元

か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
泣
き

出
し
た
り
と
少
々
て
こ
ず
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
先
生

に
名
前
を
呼
ば
れ
て
返
事
を
し
た

り
、
覚
え
た
て
の
歌
を
歌
っ
た
り
、

最
後
に
保
護
者
と
一
緒
に
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
踊
る
頃
に
は
皆
、
笑

顔
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
園
の
園
庭
に
新
し
く
名
前
が

つ
き
ま
し
た
。

①
な
か
よ
し
広
場

こ
こ
は
プ
レ
イ
ジ
ム
や
砂
場
が

あ
る
従
来
の
メ
イ
ン
園
庭
で
三
歳

児
の
保
育
室
か
ら
一
番
近
い
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。「
な
か
よ
し
広

場
」
は
、
ル
ー
ル
や
順
番
を
守
り

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
び
、
学
年
間

の
交
流
も
持
ち
友
達
の
和（
輪
）を

深
め
よ
う
と
名
前
を
考
え
ま
し

た
。
老
木
に
は
な
り
ま
し
た
が
二

本
の
け
や
き
の
木
が
こ
れ
か
ら
の

季
節
に
は
木
陰
を
作
り
、
さ
わ
や

か
な
風
を
伴
い
園
児
達
が
遊
び
を

楽
し
む
元
気
な
声
が
絶
え
間
な
く

聞
こ
え
る
園
庭
で
す
。

②
ぽ
か
ぽ
か
広
場

こ
こ
は
幼
稚
園
の
二
階
に
あ
る

ス
ペ
ー
ス
で
、
一

日
の
う
ち
で
一
番

長
い
時
間
日
が
当

た
り
夏
は
暑
い
で

す
が
風
の
通
り
も

よ
く
、
春
・
秋
・
冬

は
お
天
気
の
良
い

日
は
言
う
ま
で
も

な
く
「
ぽ
か
ぽ
か
」

な
所
で
す
。
本
園

名
物
の
三
田
菜
園
も
こ
こ
で

育
て
ら
れ
、
春
に
は
、
こ
い
の

ぼ
り
の
下
で
お
花
に
水
を
あ

げ
た
り
種
ま
き
を
し
、
夏
に
は

夏
野
菜
の
収
穫
を
楽
し
み
成

長
の
喜
び
、
恵
の
収
穫
に
感
謝

で
き
る
園
児
達
の
大
好
き
な

場
と
し
て
の「
ぽ
か
ぽ
か
広
場
」

で
す
。
時
に
は
ご
ざ
を
敷
き
お

ま
ま
ご
と
を
楽
し
ん
だ
り
青

空
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
園
庭
に
新
た

に
名
前
を
つ
け
園
児
達
に
も
保
護

者
の
皆
様
方
に
も
、
幼
稚
園
見
学

に
い
ら
し
た
皆
様
方
に
も
親
し
ん

で
い
た
だ
き
「
い
つ
も
に
こ
に
こ

げ
ん
き
な
子
ど
も
」
が
育
つ
聖
徳

学
園
三
田
幼
稚
園
を
よ
り
一
層
ご

理
解
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

入
園
、
進
級
式
を
終
え
た
園
児

達
の
幼
稚
園
生
活
も
あ
っ
と
い
う

間
に
二
週
間
が
過
ぎ
た
四
月
二
十

三
日（
月
）、
待
ち
に
待
っ
た
給
食

が
始
ま
り
ま
し
た
。

進
級
児
に
と
っ
て
は
待
ち
遠
し

い
給
食
で
し
た
が
、
お
母
様
の
作

っ
て
く
だ
さ
る
味
に
慣
れ
て
い
る

新
入
園
児
に
と
っ
て
は
、「
ど
ん

な
味
か
な
？
」「
食
べ
ら
れ
る
か

な
」と
楽
し
み
半
分
、
不
安
が
半

分
の
給
食
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

ん
な
園
児
達
の
事
を
考
え
て
栄

養
士
も
子
ど
も
の
食
べ
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
し
た
。

手
を
合
わ
せ
て
「
い
た
だ
き
ま

す
」
と
み
ん
な
一
緒
に
挨
拶
を
す

る
と
す
ぐ
に
食
べ
始
め
「
お
い
し

い
ね
」
と
言
う
園
児
、
お
そ
る
お

そ
る
一
口
食
べ
て
味
を
確
か
め
る

園
児
、
そ
し
て
口
を
ぎ
ゅ
っ
と
結

ん
で
し
ま
い
先
生
が
「
一
口
食
べ

て
ご
ら
ん
」
と
ス
プ
ー
ン
に
の
せ

て
食
べ
さ
せ
る
と
口
を
あ
け
て

「
お
い
し
い
」
と
言
う
園
児
と
実
に

色
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

毎
年
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
す
る

前
に
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ん
で
し
ま
う

園
児
が
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
と

て
も
お
行
儀
の
良
い
園
児
達
で
し

た
。
そ
れ
で
も
食
事
が
進
む
に
つ
れ

て
だ
ん
だ
ん
と
に
ぎ
や
か
に
な
り
、

好
き
な
も
の
だ
け
を
食
べ
て
遊
び

始
め
て
し
ま
っ
た
り
、
嫌
い
な
も
の

を
隣
の
友
達
に
あ
げ
て
し
ま
っ
た

り
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
園
児
達

が
次
第
に
集
団
給
食
の
良
さ
の
影

響
力
を
受
け
て
少
し
ず
つ
偏
食
が

直
り
、食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

食
べ
物
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
食

べ
物
と
自
分
の
体
と
の
関
係
に
も

興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
健
康
で
い
つ
も
に
こ
に

こ
元
気
な
子
ど
も
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
、
一
人
ひ
と
り
の
食
生

活
を
把
握
し
指
導
し
て
い
か
な
く

て
は
と
思
っ
た
給
食
初
日
で
し
た
。

給
食
初
日
の子

ど
も
達

多
摩
中
央
幼
稚
園

園
庭
に
あ
る
藤
の
木
が
白
と
薄

紫
の
つ
ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
始
め

た
四
月
十
一
日（
水
）に
平
成
十
九

年
度
の
父
母
の
会
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
会
の
前
に
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
と
し
て
、
進
級
し
て
間
も
な

い
五
歳
児
松
組
が
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
保
護
者
の
皆
様
は

大
変
喜
ば
れ
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
頂
き
ま
し
た
。
歌
い
終
え
た
園

児
達
の
表
情
は
、
は
に
か
み
な
が

ら
も
誇
ら
し
げ
で
し
た
。

父
母
の
会
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
幼
稚
園
行
事
の
子
ど
も
ま
つ

り（
バ
ザ
ー
）や
盆
踊
り
、
そ
し
て

ベ
ル
マ
ー
ク
や
廃
品
回
収
、
園
庭

や
園
内
整
備
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形

で
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聖
徳
大
学
・
短
期
大
学

部
の
先
生
方
を
招
い
て
の
講
演
会

や
手
作
り
講
習
会
を
開
催
し
て
お

母
様
同
志
の
交
流
を
深
め
て
頂
い

て
い
ま
す
。

今
年
度
初
め
て
の
講
演
会
は

聖
徳
大
学
名
誉
教
授
・
前
聖
徳
大

学
保
健
セ
ン
タ
ー
長
で
医
学
博

士
の
森
彪
先
生
が
『
子
ど
も
の
発

達
と
生
活
リ
ズ
ム
』
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
問
題
に
な

っ
て
い
る
、
落
ち
着
き
の
な
い
子

ど
も
、
生
活
リ
ズ
ム
の
整
わ
な
い

子
ど
も
、
引
き
こ
も
り
症
候
群
の

子
ど
も
の
原
因
は
脳
の
前
頭
葉

の
部
分
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
脳

の
活
動
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、

基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
飯
を
励
行
す
る
こ
と

に
加
え
、
母
親
の
育
児
力
で
子
ど

も
の
中
に
愛
情
と
信
頼
性
を
育

て
る
事
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
様
も
先
生
の
お
話
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

附
属
幼
稚
園

初
め
て
の
保
育
参
観

こ
の
後
、
学
級
懇
談
会
を
行

い
三
日
間
の
保
育
参
観
を
終
え

ま
し
た
が
、
保
護
者
の
我
が
子
に

対
す
る
思
い
を
受
け
と
め
な
が

ら
、今
後
の
行
事
や
活
動
を
通
し

て
幼
稚
園
の
教
育
を
理
解
し
て

頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
で
は
、
年
二
回
春
と
秋

に
遠
足
に
行
き
ま
す
。
今
年
の
春

の
遠
足
は
五
月
十
日（
木
）に
「
府

中
市
郷
土
の
森
」
に
行
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
き
な
「
は
と
バ
ス
」

に
乗
る
こ
と
を
と
て
も
喜
び
登
園

し
て
来
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

年
少
児
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

遠
足
で
保
護
者
か
ら
離
れ
ら
れ

ず
、
泣
き
出
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
出
発
す
る
と
泣
き
止
み
バ

ス
内
で
は
、
手
あ
そ
び
や
ゲ
ー
ム

等
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

府
中
市
郷
土
の
森
に
到
着
す
る

と
、
年
長
児
は
年
少
児
と
手
を
つ

な
ぎ
、
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
を

発
揮
し
て
「
が
ん
ば
れ
」「
後
ち
ょ

っ
と
だ
よ
」
と
声
を
掛
け
励
ま
す

姿
や
、
目
的
地
ま
で
共
に
歩
く
姿

に
縦
の
良
い
関
係
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
記
念

撮
影
を
し
保
護
者
の
方
が
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
お
弁
当
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
私
は
お
に
ぎ
り
だ
よ
」

「
た
ま
ご
焼
き
だ
」
と
大
喜
び
で
お

弁
当
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
学

年
毎
に
広
い
園
内
を
散
策
し
ま
し

た
。
梅
の
実
が
な
っ
て
い
た
り
、

た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い
て
い
た
り

す
る
の
を
と
て
も
喜
ん
で
見
て
歩

い
て
い
ま
し
た
。
年
長
児
は
、
現

在
見
る
こ
と
の
少
な
い
水
車
や
昔

の
郵
便
局
や
市
役
所
等
を
見
学
し

た
り
、
年
中
・
年
少
児
は
芝
生
の
上

を
走
っ
た
り
転
が
っ
た
り
と
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
内
は
疲
れ
て
ぐ
っ

す
り
眠
る
年
少
児
に
対
し
、
体
力

の
あ
る
年
長
児
は
お
友
達
と
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
て
帰
り
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
朝
泣
い
て
い
た
園
児
も
、

と
て
も
良
い
表
情
で
お
迎
え
の

保
護
者
の
方
に
嬉
し
そ
う
に
お

話
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
園
児

達
に
と
っ
て
春
の
遠
足
は
春
の

自
然
に
触
れ
た
り
公
共
の
場
に

出
た
り
す
る
経
験
に
な
っ
て
い

ま
す
。

附
属
第
三
幼
稚
園

父
母
の
会
総
会

な
か
よ
し
広
場
誕
生
！

ぽ
か
ぽ
か

三
田
幼
稚
園

春
の
遠
足

八
王
子
中
央
幼
稚
園

附
属
浦
安
幼
稚
園

対
面
式

四
月
九
日（
月
）、
桜
の
花
い
っ

ぱ
い
に
室
内
装
飾
さ
れ
た
ホ
ー

ル
で
本
園
の
対
面
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

対
面
式
は
幼
稚
園
ホ
ー
ル
で

進
級
児
と
新
入
園
児
が
両
サ
イ

ド
に
対
面
し
て
行
い
ま
す
。
新
入

園
児
の
中
に
は
、
登
園
の
際
玄
関

で
お
母
様
と
離
れ
が
た
く
、
緊
張

や
不
安
の
た
め
泣
い
て
い
る
子
、

自
分
の
ク
ラ
ス
と
は
違
う
初
め
て

見
る
ホ
ー
ル
の
舞
台
や
マ
イ
ク
に

興
味
津
々
で
立
ち
上
が
っ
て
声

を
上
げ
る
子
、
は
し
ゃ
ぐ
子
と
に

ぎ
や
か
な
式
で
し
た
。
し
か
し
、

園
児
達
が
よ
く
知
っ
て
い
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
歌
を
う
た
っ
た
り
、

進
級
園
児
達
の
元
気
な
〝
子
ど
も

の
世
界
〞
を
聞
い
た
り
、
先
生
方

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〝
む
す
ん
で
ひ
ら

い
て
〞
を
す
る
と
、
新
入
園
児
も

一
生
懸
命
先
生
方
の
真
似
を
し

始
め
、
泣
い
て
い
た
園
児
も
、
不

安
や
緊
張
感
が
少
し
ず
つ
ほ
ぐ

れ
、
皆
で
一
緒
に
う
た
っ
た
り
、

手
遊
び
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
一

体
感
を
味
わ
え
、
浦
安
幼
稚
園
の

子
ど
も
だ
と
い
う
意
識
を
持
て

て
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

対
面
式
の
翌
日
か
ら
は
、
進
級

園
児
が
玄
関
で
泣
い
て
い
る
新

入
園
児
に
声
を
か
け
た
り
、
ク
ラ

ス
ま
で
手
を
つ
な
い
で
連
れ
て

行
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
年

長
児
の
中
に
は
、
園
の
中
で
一
つ

大
き
な
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
喜
び

と
自
信
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
姿
に
不
安
定
な
新
入
園
児

も
励
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
緊
張
や
不
安
を
抱
い

て
い
る
園
児
が
い
ま
す
が
、
無
理

強
い
す
る
こ
と
な
く
新
し
い
生
活

に
慣
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
園
児
だ

け
で
な
く
、
保
護
者
の
皆
様
と
も

こ
れ
か
ら
双
方
の
気
持
ち
が
つ
な

が
り
信
頼
関
係
が
築
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
教
員
も

日
頃
か
ら
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
ア
ン

テ
ナ
を
伸
ば
し
、
情
報
収
集
し
、

各
自
が
引
き
出
し
を
多
く
用
意

し
、
遊
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
与
え
、

明
日
も
幼
稚
園
に
来
る
の
が
待
ち

遠
し
い
と
思
え
る
園
に
な
る
よ

う
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
意

を
新
た
に
し
た
日
で
し
た
。
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

海へ！山へ！湖へ！
夏休みのご予約好評受付中です！

美しい白浜と海！野村記念 海の家野村記念 海の家

福島県いわき市勿来町九面九浦71

夏のレジャーといえば海！

野村記念海の家の目と鼻の先には、遠浅で

美しく白い砂浜が広がる勿来海水浴場が

ございます。ご家族や、ご友人同士でどう

ぞ遊びに来てください！

・ご予約・お問い合わせは
理事長室企画渉外課第3グループ
（TEL：047-365-1111  内線3962～3）

までお願い致します。

■ご利用料金
2,100円（1名様1泊素泊まり）

避暑地でのんびり♪ 聖徳学園山中湖荘
山梨県南都留郡山中湖村平野506

TEL：0555-62-3111

山中湖周辺は、標高1,000m前後のなだらか

な起伏の高原地帯で、夏の平均気温も20度

前後と過ごしやすい人気の避暑地です。

これからは夏に向かって周辺でのイベント

も多数開催されます。どうぞ山中湖荘を

ご利用ください。
■ご利用料金
学生・生徒等 5,250円～ 1名様（ ）卒業生・保護者等 8,150円～ 1泊2食付

聖徳学園山中湖荘 緑豊かな高原へ！

長野県佐久市春日2258-1
TEL：0267-52-2111

緑豊かなかすが荘周辺には、悠久の歴史を

感じさせる各種旧跡や、少し足を延ばした

先には軽井沢、白樺湖、女神湖などの人気

の観光スポットも多数ございます。

昼間は観光スポットを巡り、夜は温泉で

のんびりと過ごす。小さな贅沢をしにかすが

荘へ行ってみませんか？

■ご利用料金
学生・生徒等 5,400円～ 1名様（ ）卒業生・保護者等 8,300円～ 1泊2食付

信州春日温泉かすが荘信州春日温泉かすが荘

山中湖荘、かすが荘のご予約・お問い合わせは現地フロントが承ります。お気軽にお問い合わせください！

山中湖荘：0555-62-3111 かすが荘：0267-52-2111 各施設の詳細等はwebでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

周辺のイベント情報
・報湖祭前夜祭 7月31日（火）
・山中湖花火大会報湖祭 8月1日（水）
・山中明神太鼓　納涼打ち込み

8月11日（土）～15日（水）

・SWEET LOVE SHOWER 2007
9月1日（土）、9月2日（日）

「保育の聖徳○R」で楽しく実り多い一日を 7月28日「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」「保育の聖徳○R」で楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日をで楽しく実り多い一日を

第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学第４０回 SEITOKU夏期保育大学
保育・幼児教育分野で、長きにわたる伝統と実績を誇る

本学が、今年の夏も自信をこめて、恒例行事「SEITOKU夏期保育大学」を
開催いたします。40回目を迎える今回は、“「子育て」を考える”を総合テーマ
に、全体会と10分科会で構成されております。
全体会の講演には、脳科学がご専門で、脳を鍛えるDS用ソフトの監修

でもおなじみの、東北大学加齢医学研究所教授・川島隆太先生を講師として
お迎えし、脳を鍛えるコツなどについてのお話をじっくりとうかがいます。
また、午後の分科会では、総合テーマに基づいた細かい事例や、日常の

保育活動ですぐ活用できる内容など、10分科会をご用意し、講師と受講者、
また、受講者同士の交流を深めながら、楽しく実り多いひとときをお過ご
しいただきます。
保育現場の先生方はもとより、育児中の保護者の方々にも、十分ご満足

いただける内容となっておりますので、ぜひ、多くの皆様のご参加を心より
お待ち申し上げております。

開催！

日 時
会 場
総合テーマ
全 体 会

分 科 会

受 講 料

平成19年7月28日（土）10時～16時
聖徳大学松戸キャンパス（松戸駅東口徒歩5分）
“「子育て」を考える”
講演／「脳を知り、脳を育む」
講師／東北大学教授・川島　隆太先生
①身体測定をどう生かすか
②よりよいコミュニケーションのために
③子どもの気持ちに気づく
④「楽しい子育てを伝えよう」
⑤道徳性をはぐくむ
⑥共通感覚と子育て
⑦絵本・紙芝居の読みかたり
⑧感動的なお泊り会の演出
⑨幼児と楽しく 手あそび　歌あそび
⑩用具を使っての運動あそび
一般：5,000円　卒業生：4,000円　在学生：2,500円

：
：
：
：

：

：
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●

●
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●

●

【お申込み・お問い合わせ】

聖徳大学生涯学習課
Tel.047-365-3601（直通）

第４０回ＳＥＩＴＯＫＵ夏期保育大学第４０回ＳＥＩＴＯＫＵ夏期保育大学

今回展示しましたシャガール

の版画は、円熟期を迎える晩年

の作品が主で、サーカスや結婚

という、人が楽しんだり、喜ん

だりする様子を彼独特の手法で

描いております。

この機会に本物の絵画の持

つ迫力を感じとり、こころの中

に美への感動が生まれることを

願っています。 「黄色い山羊を連れた道化師」
1982年　67.5×52cm

特 別 展 覧 会

生誕120年記念
「シャガール

版画」展

会期：平成１９年１０月３１日（水）まで
午前９時～午後５時（休館 毎日曜日・祝日と学事日程による休業日）

会場：聖徳大学８号館　利根川光人記念ギャラリー

●会場への案内：JR・新京成線とも松戸駅下車、
東口より徒歩5分

※イトーヨーカドー内のエスカレーター等をご利用になる事も
できます。（５階出入口）

←西日暮里 
　（地下鉄千代田線） 

←上野 
　（JR常磐線） 

柏→ 

（新京成線） 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

公　園 

聖徳大学 

団　地 

■聖徳大学へお越しの際は電車をご利用下さい。■

お車でのご来場はご遠慮下さい。

【お問い合わせ】
聖徳大学川並記念図書館
〒271-8555 松戸市岩瀬550番地

Tel.047-365-1111（大代）

第9回 聖徳大学生涯学習フォーラム第9回 聖徳大学生涯学習フォーラム

日時：平成19年6月24日（日） 開場12：00 開演13：00
場所：聖徳大学（川並香順記念講堂）

内容：記念講演「こどもの数だけ夢があり、夢の数だけ将
あ

来
す

がある」

講演者　秋山 仁 氏
（東海大学教育開発研究所所長、東海大学理学研究科教授）

～学術フロンティア推進事業研究大会～

分 科 会

特別コーナー

①父親の子育て参加　今こそ必要パパパワー！
②子どもの育ちと生活空間－保育施設を中心に－
③食育の取り組み－さまざまな現場から－
④創年と子どもが輝くまちづくり
「子どもの体験遊び」

【お申込み・お問い合わせ】
聖徳大学生涯学習研究所（生涯学習社会貢献センター6階［聖徳大学10号館］）

Tel.047-365-5691 FAX.047-365-5692

締め切り

6月20日（水）
※都合により、内容等若干の変更がある場合があります。ご了承ください。

「地域子育て支援者の集い」～講演会と子育て支援者情報交換～

日時：平成19年7月7日（土） 受付9：45～
場所：生涯学習社会貢献センター14階［聖徳大学10号館］

聖徳大学 子育て支援社会連携研究センター主催

【お申込み・お問い合わせ】
聖徳大学子育て支援社会連携研究センター（聖徳にこにこキッズ）

Tel.047-365-1111（大代）［内線］3933、3934

「地域子育て支援者の集い」～講演会と子育て支援者情報交換～ 開催のご案内
開催の
ご案内

聖徳大学子育て支援社会連携研究センター（聖徳にこにこキッズ）では、
地域の子育て支援者を対象に講演会と情報交換会を開催いたします。

内容：
10:00～11:00 講演　テーマ「病気の正しい知識と健康づくり」

講演者　野原 八千代 先生
（短期大学部保育科第一部学科長・医学博士）

11:10～12:30 情報交換会

―― 参加費：無料 ――
＊出席ご希望の方は6月15日（金）までにお申込ください。

今年、生誕１２０
年に当たるマル
ク・シャガールの
作品を特別に
公開中です。

［聖徳大学10号館］
松戸駅東口下車徒歩1分


